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   Ｃ０９Ｄ 201/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 177/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 167/03    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 161/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月19日(2014.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエチレングリコール及び少なくとも１種のポリフェノール性ポリマーを含み、
　前記ポリフェノール性ポリマーが、チロシン由来のポリアリレート、線状のポリエステ
ルアミド、ジヒドロキシベンゾエートポリマー、及びレゾルシノール由来のポリマーから
なる群から選択され、
　前記チロシン由来のポリアリレートが、下式：
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【化１】

（式中、Ｒ１は、ＣＨ＝ＣＨ又は（ＣＨ２）ｎであり、
　ｎは、０～１８の範囲の整数であり、
　Ｙは、Ｃ１～Ｃ１８のアルキルアミノ、－ＯＲ’、－ＮＨＣＨ２ＣＯ２Ｒ’、－ＮＨ（
ＣＨ２）ｑＯＲ’、－ＮＨ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｐＲ’、－ＮＨ（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）

ｐＲ’、

【化２】

からなる群から選択され、
　ｑは、０～４の範囲の整数であり、
　ｐは、１～５０００の範囲の整数であり、
　Ｒ’は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ８～Ｃ１４アルキル
アリール、ベンジル、及び置換ベンジルからなる群から独立に選択され、
　Ｒ２は、１～３０個の炭素原子を有する二価の線状又は分枝状の置換又は非置換のアル
キレン、アルケニレン、アルキニレン、アリーレン、アルキルアリーレン、アルキルエー
テル又はアリールエーテル部分、－（Ｒｓ）ｑＯ（（ＣＲ３Ｒ４）ｒＯ）ｓ（Ｒ５）ｑ－
、及び（Ｒ５）ｑＣＯ２（（ＣＲ３Ｒ４）ｒＯ）ｓＣＯ（Ｒ５）ｑ－からなる群から独立
に選択され、
　Ｒ３及びＲ４は、水素及び１～１０個の炭素原子を有する線状又は分枝状の置換又は非
置換のアルキルからなる群から独立に選択され、
　Ｒ５は、独立に線状又は分枝状の低級アルキレン又は低級アルケニレン基である）を有
するモノマー単位を含む、コーティング。
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【請求項２】
　前記チロシン由来のポリアリレートが、Ｐ２２ファミリーの１員を含み、少なくとも１
種の抗微生物成分をさらに含む、請求項１に記載のコーティング。
【請求項３】
　前記抗微生物成分が、ミノサイクリン、リファンピン、及びそれらの混合物からなる群
から選択される、請求項２に記載のコーティング。
【請求項４】
　薬剤、ポリエチレングリコール及びポリフェノール性ポリマーを合わせた重量に対して
、約２０％～約７０％の少なくとも１種の薬剤をさらに含む、請求項１に記載のコーティ
ング。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の薬剤が、抗微生物剤、麻酔剤、鎮痛剤、抗炎症剤、抗瘢痕化剤、
抗線維化剤及びロイコトリエン阻害剤からなる群から選択される、請求項４に記載のコー
ティング。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の薬剤が、抗生剤、防腐剤、及び消毒剤からなる群から選択される
抗微生物剤である、請求項５に記載のコーティング。
【請求項７】
　請求項１に記載のコーティングを備え、金属、有機材料、天然もしくは合成ポリマー又
はコポリマー、及び生物由来の材料からなる群から選択される材料を備える、医療デバイ
ス。
【請求項８】
　前記コーティングが、少なくとも１種の薬剤をさらに含む、請求項７に記載の医療デバ
イス。
 
【請求項９】
　前記薬剤が、抗微生物剤であり、前記抗微生物剤の少なくとも約３０％が、約２４時間
後に前記コーティングから溶出する、請求項８に記載の医療デバイス。
【請求項１０】
　前記医療デバイスが、メッシュ、パウチ、又はカバーリングである、請求項７に記載の
医療デバイス。
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